
　
１
月
号
は
、
芦
野
出
身
の
教
育

者
、
政
治
家
の
相
馬
助
治
を
紹
介

し
ま
す
。

　
相
馬
は
、
旧
交
代
寄
合
旗
本
芦

野
氏
家
臣
の
家
に
明
治
44
年
３
月

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
弟
に
神
奈
川

県
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
し
た
相

馬
元
治
が
い
ま
す
。
昭
和
６
年
に
、

栃
木
県
師
範
学
校
本
科
（
現
宇
都

宮
大
学
共
同
教
育
学
部
）
を
卒
業

し
、
黒
磯
小
学
校
訓
導
、
東
京
市

平
塚
小
学
校
（
現
在
小
中
一
貫
校

と
な
り
閉
校
）
訓
導
、
栃
木
県
立

日
光
高
等
女
学
校
（
現
日
光
明
峰

高
校
）、
同
今
市
中
学
校
（
現
今
市

高
校
）
で
も
教
員
を
務
め
ま
し
た
。

教
員
時
代
に
は
、『
児
童
心
理
と
お

母
様
の
心
構
へ
』（
昭
和
16
年
）、『
子

供
の
見
方
と
躾
方
』（
昭
和
17
年
・

共
著
）
な
ど
の
出
版
を
通
し
て
、

自
身
の
教
育
理
論
を
広
め
ま
し
た
。

　
昭
和
21
年
、
栃
木
県
教
員
組
合

の
結
成
に
関
わ
る
と
初
代
副
委
員

長
に
就
任
し
、
後
に
委
員
長
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
東
地
方
教

職
員
組
合
中
央
委
員
長
、
栃
木
県

地
方
労
働
委
員
な
ど
も
歴
任
し
、

労
働
運
動
の
分
野
に
も
力
を
い
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
、
第
23
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
栃
木
県
１
区
か
ら
無

所
属
で
出
馬
す
る
と
ト
ッ
プ
で
初

当
選
し
ま
し
た
。
後
に
日
本
社
会

党
に
入
党
す
る
と
、「
自
転
車
競
技

法
（
通
称
・
競
輪
法
）」
の
議
員
立

法
で
の
制
定
に
参
画
し
ま
し
た
。

昭
和
24
年
の
選
挙
で
は
落
選
し
た

こ
と
か
ら
翌
25
年
の
参
議
院
選
挙

に
出
馬
し
当
選
す
る
と
、
以
後
２

期
12
年
務
め
ま
し
た
。
そ
の
間
、

議
員
立
法
で
の
「
旅
行
あ
つ
旋
業

法
」
制
定
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

国
会
内
で
は
商
工
委
員
会
理
事
、

予
算
委
員
会
理
事
、
文
教
委
員
会

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

文
教
委
員
長
時
代
に
は
佐
久
山
出

身
の
書
道
家
・
豊
道
春
海
が
関
わ
っ

た
日
本
芸
術
院
会
員
増
員
問
題
に

対
処
し
ま
し
た
。
昭
和
35
年
に
民

主
社
会
党
結
党
に
（
後
に
民
社
党
）

参
画
す
る
と
、
同
党
の
栃
木
県
連

委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
昭

和
37
年
、
同
40
年
の
参
議
院
選
挙

に
落
選
し
国
政
に
復
帰
す
る
こ
と

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
相
馬
は
剣
道
二
段
の
腕
前
を
持

つ
と
と
も
に
、
俳
句
を
師
範
学
校

時
代
か
ら
嗜
ん
で
い
た
と
い
い
ま

す
。
相
馬
の
墓
は
西
光
寺
に
あ
り
、

現
在
も
那
須
町
か
ら
全
国
の
教
育
・

文
化
振
興
・
労
働
運
動
の
行
く
末

を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館
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美
し
い
景
色
を
見
た
。
あ
る
晴
れ
た

日
、
辺
り
が
う
っ
す
ら
と
明
る
く
な
る

頃
、
青
く
高
く
広
が
る
空
の
下
に
、
薄

ピ
ン
ク
に
染
ま
る
山
々
が
映
し
出
さ
れ

た
。
グ
レ
ー
の
影
が
ピ
ン
ク
の
輝
き
を

一
層
引
き
立
た
せ
て
い
る
。「
き
れ
い
」

窓
の
外
に
広
が
る
景
色
に
、
し
ば
ら
く

時
を
忘
れ
見
入
っ
た
。
ふ
と
我
に
返
り
、

い
つ
も
の
朝
の
作
業
に
取
り
掛
か
る
。

ほ
ん
の
数
分
後
、
再
び
視
線
を
向
け
た

時
に
は
、
辺
り
は
オ
レ
ン
ジ
色
へ
と
変

わ
っ
て
い
た
▼
日
の
出
前
や
日
没
後

に
、
太
陽
と
反
対
側
の
空
に
ピ
ン
ク
色

の
帯
が
み
ら
れ
る
現
象
を
「
ビ
ー
ナ
ス

ベ
ル
ト
」
と
い
う
。
朝
焼
け
や
夕
焼
け

の
光
が
反
対
側
の
空
ま
で
届
き
、
高
い

空
の
青
色
と
混
ざ
っ
て
ピ
ン
ク
色
が
現

れ
る
。
太
陽
の
光
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
低
い
位
置
で
は
、
藍
色
の
「
地
球
影
」

を
見
る
こ
と
も
で
き
る
▼
日
本
の
空
の

色
に
は
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

多
く
の
美
し
い
名
前
が
あ
る
。
朝
焼
け

や
夕
焼
け
に
関
す
る
「
曙
色
」
は
、
夜

明
け
の
時
、
太
陽
で
白
み
始
め
る
東
の

空
を
思
わ
せ
る
明
る
い
黄
赤
色
を
い
い
、

「
紅
掛
空
色
」
は
、
か
す
か
に
紅
が
か
っ

た
淡
い
空
色
の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、

青
空
に
関
す
る
「
紺
碧
」
は
、
日
差
し

の
強
い
、
真
夏
の
空
の
よ
う
な
深
く
濃

い
青
色
の
こ
と
を
い
い
、「
天
色
」
は
、

晴
天
の
澄
ん
だ
空
を
思
わ
せ
る
鮮
や
か

な
青
色
を
表
し
て
い
る
▼
今
年
は
ど
ん

な
空
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
穏
や
か
に

な
る
色
や
元
気
が
出
る
色
、
心
が
ひ
き

つ
け
ら
れ
る
色
。
空
に
あ
る
、
た
く
さ

ん
の
色
を
感
じ
ら
れ
る
年
に
し
た
い
。

りゅうたろうくんは…
たくさん飲んでおおきくなるぞー！
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・世帯数  10,826世帯 (＋    15)
・人口     23,704人    （－    　6）
　    男 11,832人　(－  5)
　    女 11,872人　(－  1)

出生           7 人　(＋   5)
死亡         26 人　(－ 12)
転入         86人　(＋   9)
転出         72人　(－   9)
その他      1人減

（ 12月 1日現在・住民基本台帳）( ) の数字は前月比

相馬助治（1911-1984）

那
須
町
と

近
現
代
の
人
々
vol.37

那須の歴史

再発見

か
っ
こ
う

相
馬
助
治
の
墓
（
西
光
寺
）

令和6年7月生まれ

広報那須がスマートフォンなどで読むことができます

あ
け
ぼ
の
い
ろ

べ
に
か
け
そ
ら
い
ろ

こ
ん
ぺ
き

あ
ま
い
ろ


